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1．はじめに

幼稚園教育要領、保育所保育指針、ならびに認定こども園教育・保育要領は2017年の告示を経て2018

年度から実施が予定されている。この改訂での大きな変更点の一つとして挙げられるのは「幼児期の終

わりまでに育っていてほしい10の子どもの姿」１)が設定されたことである。これはこれまでの５領域を

踏まえ、５歳児終了までに育ってほしい姿をより具体的に示したものであるが、その中の１つに「豊か

な感性と表現」がある。

それでは「豊かな感性と表現」を育てるためには、どのような環境が必要なのだろうか。そのことを

考えるうえで大切なことは、子どもたちが幼児期の終わりまでに接する保育者の声や音楽の質（＝保育

者の音楽的資質）が深く関係すると考えられる。

「保育所保育指針」（平成29年告示）によると「保育所における保育士は、児童福祉法第18条の４の規

定を踏まえ、保育所の役割及び機能が適切に発揮されるように、倫理観に裏付けられた専門的知識、技

術及び判断をもって、子どもを保育するとともに、子どもの保護者に対する保育に関する指導を行うも

のであり、その職責を遂行するための専門性の向上に絶えず努めなければならない。」２)（下線筆者）と

記載されており、保育者の資質向上の重要性が指摘されている。子どもたちにとって保育者の存在は第

一のお手本であり、保育者の奏でる音楽が子どもたちの感性や表現力に直接影響することから、保育者

の音楽的資質を高めることが重要である。そのためには保育者は研修などを通して音楽の専門的知識や

技術の修得、維持及び向上に絶えず努める必要がある。

幼稚園や保育園などの保育現場ではピアノやキーボードを使用して伴奏する場合が多い。保育者は長

時間かつ多忙な勤務体制の中でピアノ伴奏を練習する時間を確保することは難しいが、ピアノ伴奏のス

キルアップを望んでいる保育者は決して少なくないのではないだろうか。それゆえに勤務時間の一部を

利用してピアノ伴奏法の研修を行うことは、職員配置が厳しい状況にある保育現場や多忙な保育者にと

って有効な手段である。

そこで本研究では、保育園に勤務する保育士を対象にピアノ伴奏法の研修を行い、即戦力となる技術

はいかにして習得が可能か研修を通して検証することを目的とする。
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2．研究の方法

2-1調査場所 S幼児園

2-2調査時期 2017年７月下旬～８月中旬（全４回）

2-3調査対象 研修に参加する常勤保育士７名（男性保育士２名、女性保育士５名）

表１は受講者の担当クラス、勤続年数、音楽的経験や保育中に伴奏をする機会があるか、また受講者

が求める研修の内容について調査した結果をまとめたデータである。

2-4調査方法

練習時間を確保するために３台のキーボードと３つのヘッドホン、ピアノ１台を用意し、１時間の研

修中に受講者２～３人が同時に自主練習をおこなった。受講者の自主練習中に助言者（＝筆者）が約10

分×２～３回ずつ巡回した。毎回の研修終了後、受講者が「振り返り用紙」に研修の成果や反省を記入

した。

2-5考察の視点

①受講者がピアノ伴奏研修で求めていることについて調査する。

表１ 受講者の基本データと受講者が求める研修内容について

受講者 担当クラス 勤続年数 音楽的経験
保育中にピアノ
伴奏をする機会

受講者が求める研修内容

A ０歳児 ２年11か月

無記載 ０歳児を担当し

ているため、弾

く機会がない

１ 初見ができない。

２ 指送りがうまくいかない。

３ ペダルの踏み方がわからない。

４ ピアノを使って練習したい。

Ｂ ４歳児 ３年０か月

10歳～12歳まで

約２年間

バイエルを習っていた

週に約４回

１日約15分間

付点のリズム

Ｃ １歳児 ０年１か月

18歳～19歳まで

約１年間

短大でバイエルや「世界中のこ

どもたちが」を練習

弾く機会がない １ 正確なリズムで演奏できるようにする。

２ 付点のリズムが苦手

３ ぺダルの踏み方

Ｄ ４歳児 ２年３か月

６歳～12歳まで

約６年間

バイエル ブルグミュラー

ソナチネ

週に約0.1回

１日約５分間

１ 楽譜と違うリズムで演奏してしまう。

２ 童謡で弾けるレパートリーを増やしたい。

３ 読譜力を身につけたい。

４ 一定のリズムやテンポで演奏できるようになる。

５ 子どもが歌いやすくなるように演奏する。

Ｅ ０歳児 ３年０か月

５歳～10歳まで

約５年間

エレクトーンを習っていた。

０歳児を担当し

ているため、弾

く機会がない

１ 音符の長さの把握

２ 付点のリズムがわからない。

３ 付点のリズムを間違えてしまう。

４ ペダルを踏むタイミング

Ｆ ２歳児 ２年４か月

23歳～25歳まで

約２年間

短大でバイエルを練習

週に約1.2回約

５～10分間

１ 音やリズムが正確に演奏できているかの確認

２ 新しい曲への取り組み方について

Ｇ ５歳児 ０年４か月

４歳～12歳まで

約８年間

バイエル

１か月に２～３

回程度

10分程度

１ 初見で弾く力をつけたい。

２ 曲を弾けるようになるまでが遅い。

３ 左手のオクターブの弾き方４曲想のつけ方

４ 音が覚えられない。

５ 難しいリズムをどうしたらよいかわからない

６ レガート奏法について
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②受講者の音楽的技術の向上及び、問題の軽減や解消について検証する。

3．結果と考察

Ｓ幼児園の乳幼児クラス（０歳児から２歳児まで）では伴奏をする機会がないが、朝の全体集会にお

いて保育士が当番制でピアノ伴奏することになっているため、すべての保育士がピアノ伴奏を練習して、

月に数回演奏する必要がある。研修を進めるうちに多くの受講者に読譜やリズムの問題が浮上した。そ

のためピアノ伴奏で受講者が抱える問題について、特定の問題を取り上げて詳細かつ重点的に考察する

こととした。

3-1研修の記録と考察

［受講者Ａの研修記録と考察］

運指について

受講者Ａは指送りやペダルの踏み方、初見で楽譜を読む力をつけたい（表２※1）などを要望し

ていた。第１回目の研修では「かもめのすいへいさん」を練習した。（表２※2）。この曲には指使

いの指示が楽譜になく、受講者Ａは運指ができていないために音の間違いが多かった。その対処と

して、運指の基本などを説明し、常に正しい指使いで演奏すればミスが減少することを説明した。

また指送りや指や手の筋肉の使い方に癖があったので、その癖を取り除く練習をした。その結果、

正しい指使いで演奏ができるようになり、手首や腕の動きが改善された。

ミスタッチについて

受講者Ａは飛躍音や左手の伴奏が細かく移り変わる箇所で弾き間違いが多かった。

ミスタッチの原因を解明し、鍵盤の位置や指の形を覚えるように助言した。また鍵盤の位置を覚

えて、弾き間違いをしやすい箇所を克服するために２小節前から５回ずつ弾きなおした（表２※

3）。

その結果、次の週には間違える回数が半分以下に減少し、円滑に弾くことができるようになった

（表２※4）。実際の指導場面で受講者が伴奏をミスタッチしそうな時は、瞬時の判断で左手の音を

弾きやすい音に変えて弾いたり、演奏を止めずに弾き続けたりするよう助言を行った。

受講者Aのコメント

研修後のアンケートに「楽しく受講できた。研修の日が楽しみだった。楽譜に読み仮名をふらな

くても読めるようになってきた。」と回答した。
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［受講者Ｂの研修記録と考察］

正確なリズムの表現について

受講者Ｂは付点のリズム、シンコペーションやタイなどのリズムが正確に刻めない傾向にあった

（表３※1）。

受講者Ｂはその箇所を再度弾きなおし、楽譜や鍵盤で問題点を確認するようにした（表３※2）。

リズムを正しく弾くために、片手のみで鍵盤の底までゆっくり繰り返して弾くなど、集中的に部分

練習をおこなった。その結果、正確なリズムかつ一定のテンポで演奏することが可能になった。

スタッカートについて

「アイスクリームのうた」では、スタッカート奏法が適切に表現できていなかった。

スタッカートが表記している部分を受講者と一緒に楽譜で確認し、助言者がスタッカート奏法を

演奏後、受講者がこの奏法を何度も練習することにより、正確に演奏することが可能になった。

（表３※3）。

受講者Ｂのコメント

受講者Ｂは付点のリズムやスタッカートなどの技術的な奏法について悩みを持っていたが、集中

的な部分練習により克服することができた。技術的な向上が認められたかの質問に、「苦手な付点

のリズムが正しく弾けるようになった。一定のテンポで弾くことができるようになった。子どもた

ちの前で自信を持って弾くことができた。」と回答した。

表２ 受講者Ａの学習内容と助言者の所見

研修日 演奏曲
学びたいこと、
悩んでいること

頑張った点 反省点 助言及び所見

7/19

かもめのすいへ

いさん (※２）

初見ができない

指送りがうまく

いかない(※１)。

付点のリズムが分かっ

た。左手の伴奏をグル

ープ化すると演奏しや

すいことが分かった。

指使いが間違いやすい

ので同じところを何度

も練習する。

指使いを遵守することや、指送りの技法を助

言した。伴奏の和音の変化を把握して、演奏

することを助言した。付点のリズムを正確に

弾くように助言した(※３)。

7/26

かもめのすいへ

いさん

ペダルの踏み方

がわからないの

で、ピアノを使

って練習したい。

ミスタッチをする箇所

や和音の移り変わりを

何回も練習する。

同じところを何度も間

違えてしまう

間違えやすい箇所の①音と指の形の移り変わ

りをおぼえること②２小節前から数回弾くな

ど部分練習の必要性を助言した。前回に比べ、

停止やミスタッチが減少し、和音の移り変わ

りがスムーズに移行していた(※４)。

8/2

アイスクリーム

のうた (※５）

伴奏の音が正し

く譜読みできて

いるか

片手ずつで何度も練習

をおこなった。

両手で演奏すると遅く

なるのでメトロノーム

を使用する。

スタッカートが多い曲に対するペダルの奏法

について助言した(※７)。

8/9

アイスクリーム

のうた

スタッカートの

曲に対するペダ

ルの入れ方につ

いて

メトロノームに合わせ

て、片手ずつで何回も

練習した。

一定の指使いに定まら

ず、間違いが多かった。

メトロノームに合わせ

られなかった。

難しい箇所ではテンポが遅くなりがちになる

ため、メトロノームを使って一定のテンポで

演奏ができるよう助言した(※６)。
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［受講者Ｃの研修記録と考察］

受講者Ｃは他園から転勤して２カ月であったが、他園でうたの伴奏経験があったので色々な伴奏を弾

くことが可能であった。研修ではＳ幼児園の園歌や宗教のうたなど、初めて弾く曲を中心に練習した。

正しいペダリング

受講者Ｃからペダルを踏むタイミングがわからないと相談を受けた。

曲によってペダルを踏みかえる長さや速さを変えたり、和音の移り変わりのタイミングで踏みか

えたりするなどの助言をした（表４※4）。

しかしながら、ペダルを踏むとペダルに意識が集中するため、ピアノの演奏がおろそかになりミ

スタッチを繰り返してしまい演奏が困難な状態になった。

そこで右手だけとペダルを踏む、または左手だけとペダルを踏むなどの部分練習を行った。また、

ペダルに助言者の足を演奏者の足に重ねてペダルを踏むタイミングを知らせるなどの練習方法で改

善を試みた。

「アイスクリームのうた」では、スタッカート奏法を生かすためにペダルを長く踏み続けないよ

う助言した。

受講者Ｃのコメント

受講者Ｃは以前保育園に３年間勤務していたが、その園ではキーボードを使用していたためペダ

ルの使用経験がなかった。今回の研修でペダルの練習を重ねるうちにペダルを踏みながら演奏する

ことが可能になった。技術的な向上が認められたかの質問に「わからないところが分かり、弾きや

すくなった。ペダルの踏み方が分かった。」と回答した。

表３ 受講者Ｂの学習内容と助言者の所見

研修日 演奏曲
学びたいこと、
悩んでいること

頑張った点 受講者Ｂが反省した点 助言者の所見

7/19

かもめのすいへ

いさん

とんでったバナ

ナスキップ

付点のリズム
(※１)

付点のリズムが理解で

きた。

新曲が練習不足だった。付点のリズムが甘くなる傾向にあったので、

片手ずつ丁寧に楽譜を見なおした。

7/26
アイスクリーム

のうた

付点のリズムを

正確に演奏する。

付点のリズム 音が覚えきれておらず、

ミスが多かった(※４)。

まだ付点のリズムが甘くなる部分があったの

で、その箇所を集中的に練習した。

8/2

アイスクリーム

のうた

付点のリズム 右手のリズムが理解で

きた。

わかりやすかった。

練習不足だった。 楽譜通りのリズムで演奏できていないところ

があったので、しるしをつけるなどして見直

した(※２)。

8/9

アイスクリーム

のうた

後奏のリズム 後奏の入り方、いつも

間違える場所のリズム

と音の確認

音を読み間違っている

ことに気づけていない。

スタッカート奏法など楽譜通りのリズムで演

奏できていないところが助言により改善され

た(※３)。
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［受講者Ｄの研修記録と考察］

テンポをキープする

受講者はピアノ伴奏の苦手な箇所や難しい箇所を遅い速度で演奏したり、つまったりしてしまう

ことが多く、逆に弾きやすいところは速いテンポで弾いてしまうこともあった。ピアノ伴奏のテン

ポが速くなったり遅くなったりすると歌いづらく、テンポを一定にして伴奏することが重要である。

受講者Ｄはリズムや拍子にずれが生じ、テンポにムラがあったので子どもたちが歌いやすい一定

のリズムで演奏できるように、メトロノームで練習するよう助言した（表５※3）。

受講者Ｄのコメント

メトロノームを使用すると詰まったり遅くなったりする箇所が明白になり、その箇所を集中的に

練習することにより一定のテンポで演奏することが可能になった。しかしながら、過度のメトロノ

ームの使用は画一的かつ機械的な演奏になり、抑揚や曲想がつけにくくなるので使いすぎに注意す

るよう助言した。受講者Ｄは「読譜力が身について、楽譜どおりに正しく弾けるようになった。今

までは子どもの歌声とピアノがずれることが多かったが、受講後は一定の速さで歌声に合わせて弾

けるようになった。」と回答した。

表４ 受講者 Cの学習内容と助言者の所見

表５ 受講者Ｄの学習内容と助言者の所見

研修日 演奏曲
学びたいこと、
悩んでいること

頑張った点 受講者の反省点 助言者の所見

7/19

おばけなんてないさ

園歌

読譜力がなく、楽譜と

違うリズムで演奏して

しまう(※１)。

奏法（強弱やリズ

ム）を習い、メリハ

リがついた(※４)。

練習曲が少なかったの

で、次月の曲を多く練

習する。

奏法（強弱やレガート）を中心に

助言した(※６)。

7/26

アイスクリームのうた

おばけなんてないさ

うらしまたろう

童謡で弾けるレパート

リーを増やしたい。読

譜力を身につけたい。

楽譜通りに演奏でき

ていないところが改

善できた。

スタッカート奏法や付

点のリズムなど気をつ

けて練習する。

スタッカート奏法や付点のリズム

など、楽譜通りに演奏できていな

いところが改善した(※２)。
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［受講者Ｅの研修記録と考察］

音を間違えずに読む

受講者Ｅは音譜や休符の長さの間違いや臨時記号のついた音譜の読み間違いがしばしば見受けら

れた。

S幼児園で使用している楽譜にはアレンジが難しいものが多く、すべての受講者から「音を間違

えていないか不安で自信を持って伴奏をすることができないので音の間違いをチェックしてほし

い。」と依頼があった。特に左手の伴奏が複雑な時に、伴奏部分の読譜とミスタッチが多かった。

受講者 Eがその時だけ違う音を弾いたのか、音を常に間違えて弾くのかを助言者が確認するため、

受講者 Eにミスタッチをした箇所を再度弾きなおすよう指示をした。受講者 Eが音を間違えて覚

えている場合は助言者が正確な音を楽譜と鍵盤で修正するようにした。

受講者Ｅのコメント

受講者Ｅは「わかりやすく理解できた。臨時記号のついた音符の読み間違いや、休符の長さがわ

かった」と回答した。

8/2

まつぼっくり

とんぼのめがね

アイスクリームのうた

一定のリズムで演奏で

きるようになる。

ペダルで弾くコツを

学んだのでより上手

に演奏できるように

なりたい(※７)。

メトロノームに合わせ

て演奏すると、リズム

がずれていることに気

づいたので、一定のテ

ンポで演奏ができるよ

うにする。

テンポにムラがあったため、「と

んぼのめがね」をメトロノーム

＝104で練習するよう助言した
(※３)。

8/9

きのこ

アイスクリームのうた

おばけなんてないさ

一定のテンポで演奏す

る。子どもが歌いやす

くなるように演奏する。

アイスクリームのう

たの曲は楽譜どおり

に演奏できるように

なってきた。

きのこが両手で上手に

演奏できていないので、

さらなる練習が必要で

ある。

きのこの譜読みと曲想付けをおこ

なった。きのこの後奏部分が難し

いため、部分練習を行った。その

箇所の音の形を覚えて、ミスタッ

チがなくなるように何度も練習し

た(※５)。

表６ 受講者Ｅの学習内容と助言者の所見

研修日 演奏曲
学びたいこと、

悩んでいること
頑張った点 受講者の反省点 助言者の所見

7/19

アイスクリーム

のうた

音符の長さの把

握

リズムの違いが分かっ

た。指導がわかりやす

かった。

♯や の位置や音を読み間

違えていた。

付点のリズムが

/

になりやすく、音の間

違いも多かった。片手ずつ丁寧に楽譜を

みなおした(※１)。

7/26

アイスクリーム

のうた

付点のリズムが

わからない。

スタッカート奏法につ

いてリズムの取り方が

間違っている。

もう１曲演奏する予定だっ

たが、練習することができ

なかったので、次回は準備

したい。

スタッカートのタッチ、音の長さを再確

認した。付点のリズムがあまくなる箇所

に気をつけるよう助言した(※５)。

8/2

アイスクリーム

のうたとんぼの

めがね

付点のリズムを

間違えてしまう。

できていない付点のリ

ズムがわかった。

音を弾くタイミングが早く

入ってしまった。メトロノ

ームを使用してメロディー

が早くなったり遅くなった

りしないように練習する
(※３)。

まだ付点のリズムを正確に表現できない

個所があったが、前回に比べてその割合

も減少し、正確に演奏できるようになっ

た(※２)。

8/9

アイスクリーム

のうたとんぼの

めがね

ペダルを踏むタ

イミング

止まらずに演奏するこ

とを心がけた。

ペダルに集中すると、ミス

タッチをしてしまう。

ペダルを踏むとピアノ演奏に支障をきた

すため、右手とペダルのみで練習をして、

ペダルに助言者の足を演奏者の足に重ね

て、ペダルを踏むタイミングを知らせる。

などの練習方法を試みた(※４)。
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［受講者Ｆの研修記録と考察］

ピアノのタッチについて

受講者Ｆは男性保育士で成人してからピアノの練習を始めた。

「おかえりのうた」では打鍵が弱く感じられた。

遅い速度で鍵盤の底まで打鍵する練習を毎日５分間ずつおこなうように助言した（表７※3）。

受講者Ｆのコメント

「おかえりのうた」ではミスタッチが減り、鍵盤を底まで打鍵して演奏することができるように

なった（表７※6）。技術的な向上が認められたかの質問に、「譜面の中でわからないところや、間

違っているところを教えてもらえてうれしい。今までより左手が弾きやすくなった。リズムの取り

方がわかった」と回答した。

［受講者Ｇの研修記録と考察］

受講者Ｇは今年４月より赴任した男性保育士である。

指、手の甲や手首の筋肉の使い方

受講者Ｇから手が大きいためにキーボードの鍵盤が細くて手にあわず、オクターブ奏法が弾きに

くいと相談があった。

受講者Ｇの指や手の甲の筋肉が硬直する傾向があるため、演奏時に指や手の甲を脱力して、筋力

をやわらかく使い、必要以上の力を加えないように助言した。また、鍵盤上で指が最適な位置をと

らえておらず、手を鍵盤の手前側と奥側に必要以上に移動させるくせのためにミスタッチを招いて

いたため、最適な位置で鍵盤を打鍵するよう助言した。

指を広げるとオクターブが演奏しやすくなることを助言した（表８※3）。また黒鍵と白鍵間を演

奏する時に筋肉を固くし、手首をひねって弾く癖があったため、その癖を除去する練習をおこなっ

た（表８※4）。

受講者Ｇの感想と成果

表７ 受講者Ｆの学習内容と助言者の所見

研修日 演奏曲
学びたいこと
悩んでいること

頑張った点 受講者の反省点 助言者の所見

7/19

かもめのすいへい

さん(※１)

音符やリズムにつ

いて

片手練習 他の曲も教えて

もらえばよかっ

たと思う

右手の指使いを見直した。両手で演奏すると左手

の難しい箇所で止まったり、ミスが多かったりし

たので片手ずつで音の進行をおぼえるようにした
(※２)。

7/26

おかえりのうた 音やリズムが正確

に演奏できている

かの確認。

音をしっかり弾

くように練習し

た。

練習量を増やす。指の筋肉を強化するために遅い速度で鍵盤の底ま

で押さえる練習を毎日５分間ずつするよう助言し

た(※3)。メトロノームをかけてテンポを一定にす

る(※４)。

8/2

アイスクリームの

うた園歌おかえり

のうた

新しい曲への取り

組み方について。

新しい曲の譜読

みを頑張った。

新しい曲が練習

できていなかっ

た。

「アイスクリームのうた」は譜読みの初期段階で

あった。片手ずつで練習した(※５)。前回、指の

筋肉トレーニングをおこない、鍵盤の底までゆっ

くり押す練習を指示した。その結果タッチがしっ

かりして演奏できるようになった。音のミスが減

り離れた音もミスタッチなしに演奏できるように

なった(※６)。

8/9

アイスクリームの

うた

音やリズムが正確

に演奏できている

かの確認。

片手ずつで譜読

みをした。

練習量を増やす。片手ずつで譜読みをする練習をした。
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受講者Ｇは鍵盤上で指が最適な位置をとらえられるようになるとミスタッチが減少した。指や手

の甲、手首の筋肉を柔らかく使うことで、演奏がなめらかになった。研修後の質問紙にＧは次のよ

うに回答した。「自分では気づかない演奏のクセがわかり、なおすことができた。歌詞の語頭部分

の音をピアノで少し強調して演奏する奏法や楽譜の覚え方を習い、わからなかったところがわかり

やすく理解できた。」上記のことから第三者の客観的な助言により、今まで意識をしていなかった

点に気づくことができ、今回の研修がより良い音楽表現を生み出すことに寄与することができたと

考えられる。

3-2複数の受講者に見られる問題点の考察

これまで受講者一人ひとりが抱える問題にスポットをあてて重点的に考察してきたが、受講者にとっ

てその問題が個人に特有のものではなく、受講者全員に共通した問題でもあった。そのため他の受講者

の結果をあわせて比較検討し、再考察を行う。

読譜力について

受講者A、Ｂ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇは音譜を読み間違うために、楽譜の記載と違う音やリズムで演

奏するなどの問題があった（表２※1）（表３※4）（表５※1）（表６※1）（表７※5）（表８※5）。特

にヘ音記号譜（左手）の読み間違いが多かった。

受講者Ｆは音の進行を片手ずつ覚えるようにし、読み間違いの箇所は楽譜にしるしをつけて演奏

表８ 受講者 Gの学習内容と助言者の所見

研修日 演奏曲
学びたいこと、
悩んでいること

頑張った点 受講者の反省点 助言者の所見

7/19

黙想のうたのの

さまにのんのん

ののさま

おはようのうた

園歌

切手のないおく

りもの

初見で弾く力を

つけたい

曲を弾けるよう

になるまでが遅

い（※１)

練習のコツを習うことがで

きた。

何を学びたいか

を明確にしてい

なかった。目標

をもって取り組

む。

片手ずつで楽譜を読む。規則を探してグループ

化して覚える。難しい箇所の音形を集中的にお

ぼえる。サックスを演奏しているため、ト音記

号は速く読むことができるが、読み慣れていな

いへ音記号の譜読みが遅いので左手の譜読みに

時間をかけるなどの助言をおこなった。間違え

た部分で演奏を止めて考える傾向があったため、

歌の伴奏に必要な要素である間違えても止まら

ず弾き続けるよう助言した(※２)。

7/26

アイスクリーム

のうた

園歌

切手のないおく

りもの

左手のオクター

ブの弾き方

曲想のつけ方

スタッカートの弾き方、オ

クターブ弾きの練習

左手の開きが足

りない。楽譜の

読み違いや見落

としがあった。

オクターブ奏法時における指の筋肉の使い方に

ついて助言した(※３)。

黒鍵と白鍵間の奏法における指送りの癖を除去

するよう助言した(※４)。

オクターブ奏法時における指の筋肉の使い方に

ついて助言した。抑揚のつけ方（音の緊張と弛

緩、強弱など）を助言した(※５)。

8/2

切手のないおく

りもの

おかえりのうた

音が覚えられな

い。

難しいリズムを

どうしたらよい

かわからない。

はやい速度で弾きこむ良さ

が分かった。

集中力が足りな

かった。

もともと譜読みが遅いことが悩みであったので

①すぐに暗譜をせずに楽譜を読む機会を増やす。

②片手ずつ、はやい速度で何回も楽譜を見なが

ら弾くことを助言した(※６)。

8/9

切手のないおく

りもの

とんぼのめがね

レガート奏法に

ついて

なめらかな演奏ができるよ

うになった。歌詞の語頭部

分に軽くアクセントをつけ

てメリハリをつける。歌詞

の語尾部分にアクセントや

重さが加わらないように注

意をして演奏する。

アーティキュレ

ーションがぐち

ゃぐちゃになっ

てしまう。

「切手のないおくりもの」の曲はミスタッチが

前回よりも減少した。間違えても止まらず演奏

することが可能になった。「とんぼのめがね」

は一音一音をしっかり弾きすぎていたので、レ

ガート奏法を使用して演奏するよう助言した
(※７）。徐々になめらかな演奏ができるように

なった。
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するようにした（表７※5）。また受講者Ｇは「初見で弾く力をつけたい。」「曲を弾けるようになる

までが遅い。」などの悩みを訴えていた（表８※1）。譜読みが遅い原因としては読み慣れていない

へ音記号の譜読みの経験が少ないためであった。それを克服する手段として①へ音記号の譜読みに

時間をかける。②暗譜をすると読譜力がつかないので、すぐに暗譜をせずに片手ずつ速い速度で何

回も楽譜を見ながら弾く。③コード進行の規則などを探して覚える。④難しい箇所の音形を集中的

に弾いて記憶するなどの助言を行った（表８※2及び6）。

運指について

前述した受講者Ａ以外に受講者ＣやＦも指使いに問題があったため、運指の基本を助言した。

（表４※1）（表７※2）運指が理解できると、指をスムーズに動かすことができるようになった（表

４※２）。

ミスタッチについて

受講者ＣとＤは前奏から本奏に入る時に音を間違えるので、その箇所の音を数回弾きなおして音

形をおぼえた（表４※6）、（表５※5）。受講者Ｇは間違える部分で演奏の流れを止めてしまう傾向

があった。歌の伴奏で必要な要素である間違えても止まらず弾き続けることが重要であると助言し

た（表８※2）。

練習の結果、ミスタッチが減少し、間違えても止まらず演奏することが可能になった。

「まつぼっくり」や「かもめのすいへいさん」「きのこ」などの曲では、飛躍音や左手が複雑な動

きの箇所で弾き間違いをしやすかった。

そこで、ミスタッチをする箇所について、注意深く鍵盤を打鍵して形を覚える。また、その箇所

を数回弾きなおして位置とタイミングを覚えた。

その結果、ミスタッチをする回数が減少し、比較的円滑に弾くことができるようになった。

リズムの正確な表現について

Ｄ、Ｆは音符や休符の長さに問題があった（表５※2)（表７※1）。

また受講者Ｂ、Ｃ、Ｇは付点のリズム、シンコペーションやタイなどの複雑なリズムが正確に刻

めない傾向にあった。その箇所を再度弾きなおし正確に弾くことが困難であると助言者が判断した

場合は受講者と一緒に楽譜と鍵盤で確認した。正確なリズムで弾くために、片手のみで鍵盤の底ま

でゆっくり、部分的に数回繰り返して弾く練習をした。

スタッカートについて

「アイスクリームのうた」では楽譜上にスタッカートで弾くよう指示があるが、受講者Ｄや Eは

楽譜通りのスタッカート奏法で演奏できておらず（表５※2)（表６※5）、受講者Ｃは左手のスタッ

カート奏法（１音符ずつ短く切って演奏する奏法）で再現できていなかった。（表３※3)。この問

題の対処として、助言者がスタッカート奏法を範奏し、受講者が何度か練習した結果スタッカート

での演奏が可能になった。受講者が楽譜上でもスタッカートが表記されている部分を認識するよう

にした。

テンポのキープについて

受講者Ｄ以外にA、Ｃ、Ｅ、Ｆもテンポが速くなったり遅くなったりする箇所があったため、

一定のテンポで演奏できるようにメトロノームを使用した（表２※6）（表４※5）（表６※3）（表７

※4）。その結果、ある程度、一定のテンポで演奏することが可能になった。

アーティキュレーションについて

受講者Ｄや Gは伴奏曲を無難に弾きこなしていたが、抑揚のない演奏であった（表５※4）（表
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８※5）。そこで抑揚をつけるために①音の緊張と弛緩や強弱などを使用して表現する。②歌詞中に

ある単語の語頭部分の音に軽くアクセントをつけてメリハリをつけながら伴奏する。③歌詞中にあ

る単語の語尾部分の音にアクセントや重さが加わらないように注意をして伴奏する、などを助言し

た。また音符を一音一音しっかり弾きすぎていたため、レガート奏法（柔らかい音でなめらかに弾

く）を使用して演奏するよう助言した（表５※6）（表８※8）。その結果、アーティキュレーション

を意識しながら徐々になめらかな演奏ができるようになった。

正しいペダリングについて

受講者Ｃ以外にＡ、Ｄ、Ｅもペダルの練習をした。（表２※7）（表５※7）（表６※4）。受講者か

らペダルの踏み方の質問が多くよせられた。ペダルの奏法について今までに習ったことのある受講

生は１人もおらず、その理由として、保育者養成機関において鍵盤上での練習に多くの時間を費や

すため、ペダルを使用した練習まで時間が及ばなかったと７人中６人の受講者が回答した。和音

（コード）の変化にともない、ペダルを踏みかえることなどを助言した結果、徐々に音を濁らさず

に弾くことが可能になった。

3-3 研修中に発生した問題点

電子ピアノ（キーボード）使用の利点と問題点

いくつかの保育現場では保育室に電子ピアノを設置している。電子ピアノの利点としては子ども

と対面する位置に設置し、子どもの顔を見ながら演奏できることである。Ｓ幼児園の３才児、４才

児及び５才児の各教室には88鍵ある電子ピアノが設置されている。今回の研修ではピアノ１台と電

子ピアノ３台を使用したが、普段は電子ピアノを使用するために電子ピアノで練習を行いたいとい

う意見が多かった。しかしながら、遊戯室にて当番制でピアノによる伴奏をする機会があるため、

ピアノやピアノのペダルを使用して練習をおこないたいという意見もあった。今回の研修で使用し

た電子ピアノは鍵盤数が61鍵しかなく、オクターブ奏法や飛躍音など鍵盤を広く使用する伴奏曲で

は鍵盤数に制限があるため支障があった。設置の条件が許すなら、ピアノと同じく88鍵ある電子ピ

アノを使用する方がアレンジの幅が広がるため、多様な伴奏が可能になる。

電子ピアノはヘッドホンを装着すれば、外部に影響を与えずに集団でピアノを練習することがで

きるという利点がある。また電子ピアノには音量調節機能やメトロノーム機能を内蔵しており、音

量やメトロノームの速度を調節して練習することができた。

一方で電子ピアノの使用について受講者に質問したところ①電子ピアノの鍵盤が細くて軽く、ピ

アノとタッチが違うので弾きにくい。②ピアノのペダルに比べて数や構造が違うため踏みづらい。

などの問題を指摘した。

3-4 教材から見いだされる問題点

受講生の演奏技術と楽曲に求められる演奏技術の差違が生みだす問題点

楽譜はＳ幼児園にて配布された教材を使用し、できるだけ楽譜を忠実に弾くことが園の基本方針

であった。今回の研修では受講者が任意に選曲し、練習することとした。

表９は、Ｓ幼児園で歌われている歌をいくつかのカテゴリーに分類して掲載した。

「黙想のうた」「Ｓ園の園歌」「ののさまの」「のんのんののさま」「おはようのうた」は朝のあい

さつのうたとして園児が歌唱する曲である。園歌は左手によるオクターブの順次進行で伴奏する箇

所があり、難易度の高い曲であった。楽譜通りに演奏できない受講者ＣとＧはオクターブでの演奏
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を単音で処理して演奏していた。

「アイスクリームのうた」は伴奏が難しいため、全員がこの曲を練習曲に選んだ。この曲は付点

のリズムが多く、受講者Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｅ、Ｆはリズムを正確に表現することができなかった。楽譜

は簡単なアレンジの伴奏譜から複雑で難しいものまで混在していた。曲によってはアレンジが難し

すぎて弾きこなすには無理のある受講者も存在した。受講者は楽譜を忠実に弾く努力をしていたが

伴奏が止まったり、ミスタッチをしたりしていた。それでは子どもたちが歌いにくいだけではなく、

歌唱行動の妨げになってしまう。受講者のピアノ演奏レベルにあわせて、難しい箇所を簡単にアレ

ンジしたり、時には簡単なアレンジの楽譜を使用したりすることが必要である。

3-5研修における成果の検証

各受講者の考察と結果で述べたとおり、すべての受講者が技術的な向上が認められたと回答した。ま

た、この研修で受講者の精神面をサポートすることができたかの質問に肯定的な回答が得られたことか

ら受講者の技術面だけではなく精神面においてもプラスの効果があったと考えられる。演奏が徐々に上

達してくると、ピアノ伴奏に対する不安や悩みが解消され、自信を持って演奏することができるように

なった。今回の研修では受講者一人ひとりの個性や性格、曲を習得する速度、能力や経験値が違うため、

受講者のレベルに合わせて課題に取り組めるように配慮する必要があった。受講者の体調や精神面、園

の繁忙期等によって、受講者のピアノ伴奏に対する集中力や練習量も変化した。受講者の諸条件を鑑み、

臨機応変に音楽研修環境を設定する必要があると考えられる。

保育現場では短時間で効率的に譜読みをして、子どもたちの前ですぐに伴奏する力や臨機応変に楽譜

をアレンジして演奏する力などの即時対応力が必要であった。ピアノ演奏技術の向上や実力の定着はも

ちろん重要であるが、より重要なことはたとえ技術力が乏しくとも、子どもたちの様子をみながら共に

うたを楽しみ、コミュニケーションをとりながら状況に応じて臨機応変に伴奏をすることであると考え

られる。

4．まとめと今後の課題

矢藤（2016）は「保育者の研修制度」の中で、「保育者、保育施設、自治体、関係団体、養成校、関

係機関、利用者等、様々な関係者同士が～中略～内外でのつながりを持つことが、相互に補い合い、高

め合うことにつながりやすい。」とし、教員養成校と保育現場の協働が研修の有効な手段の一つである

ことを示唆している。しかしながら「大学・短期大学が行う研修への参加が相対的に若干少ない。大

学・短期大学が幼児教育・保育の現場と連携・協働して相互に質の向上を進めることが求められてい

る」３)と指摘していることから、教員養成校とその教員は積極的に保育現場の研修に関わっていく必要

表９ Ｓ幼児園で歌われているうたのタイトル

うたの分類 うたのタイトル

夏を題材とした歌 アイスクリームのうた かもめのすいへいさん うみ とんでったバナナ うらしまたろう

仏教系の歌 ののさまに のんのんののさま

生活の歌 おはようのうた おかえりのうた さよならのうた 黙想のうた

園歌 S 園の園歌

秋を題材とした歌 きのこ とんぼのめがね 赤とんぼ まつぼっくり

１年を通して歌える歌 切手のないおくりもの スキップ
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がある。

ピアノ伴奏研修は受講者のピアノ伴奏の技術や意欲が向上するきっかけとなり、また受講者の当面の

悩みを解消し、演奏のプレッシャーや不安感を取り除くなど、受講者の精神的な面をサポートする役割

を担うことができたと考えている。しかしながら、ピアノ伴奏研修が時と場合によって受講者のストレ

スや負担になる可能もあることから、受講者の要求やピアノ技術のレベルに配慮して研修を進めていく

必要がある。一方で保育施設による保育内容の違いからピアノ伴奏研修を必要としない保育士も存在す

るであろう。そのような状況の保育士も視野に入れ、ピアノ伴奏研修の有効性や意義について調査して

いく必要があると考えている。今回の研修は受講者の勤務が終了した夕方に行われたため、受講者が子

どもの前で伴奏している場面を筆者が観察することはできなかった。研修の成果は子どもたちの前で実

践することによりはじめて効果が実証される。今後は子どもたちの前での演奏成果についても検証して

いく必要がある。

今回の研修で得た成果を教員養成校で生かし、学生の音楽的資質向上を目的としてピアノ伴奏法の授

業に反映していきたい。また保育の現場における音楽環境の研究を今後も継続し、保育者の援助に寄与

することができるように、さらに研究内容を研鑽していきたい。
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